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星は分子雲中に存在する分子雲コアと呼ばれる高密度領域が重力的に収縮することで形成されることが知られ
ており、質量毎の形成頻度分布である星の初期質量関数 (IMF) と分子雲コアの質量分布関数 (CMF) の類似性が
長年議論されている。近年の観測によって、1-10太陽質量程度では両分布がサルピーター則に従うことが報告さ
れている (André et al. 2010)。しかし、大質量側 (10太陽質量以上)は依然として未解明な点が多く、大質量星形
成領域ではトップヘビーな CMFも報告されている (Fukui et al. 2020)。
大質量星形成の解明には、観測的に大質量側のCMFを理解することが必要不可欠で、そのためには大質量コア
のサンプル数を増やすことが重要である。しかし、大質量コアの形成頻度は低いため、大規模サーベイデータ解析
が求められる。例えばFUGINプロジェクトのデータ (Umemoto et al. 2017)などが挙げられるが、遠方領域では
解像度が粗く S/N比が下がる傾向がある。そのため、従来の分子雲コア解析手法 (Williams et al. 1994など)で
は解析が難しいことが知られている。そこで我々は、新しい手法として深層学習を用いた手法の開発に着手した。
本発表では、深層学習を用いた物体検出手法としてよく知られている SSD法 (SingleShot multibox Detecter, Liu
et al. 2016)を分子雲コアの検出ツールに応用した結果を中心に報告する。特に、我々の手法をOrionA領域に適
用した結果、コアカタログ (Shimajiri et al. 2015)の質量分布を再現できただけでなく、S/N比を人工的に下げ
た場合においても大質量コア (10太陽質量以上)であれば再現できる可能性を示すことができた。


